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東京都品川区西品川一丁目 1 番 1号 

株式会社ウェーブマスター 

（現商号：株式会社セガ・ミュージック） 

代表取締役 清水 信彦 



 

 

 

貸借対照表 

2026 年 3 月 31 日 現在 

(単位：千円）

金 額 金 額

 Ⅰ  流  動  資  産 < 1,170,807 >  Ⅰ  流  動  負  債 < 615,972 >

現 金 及 び 預 金 787,526  未 払 費 用 377,855  

売 掛 金 275,531  未 払 法 人 税 等 98,753  

製 品 ・ 商 品 16,807  未 払 消 費 税 29,224  

仕 掛 品 87,352  預 り 金 78,397  

仮 払 金 2,124  契 約 負 債 26,420  

そ の 他 流 動 資 産 1,464  そ の 他 流 動 負 債 5,320  

 Ⅱ  固  定  資  産 < 48,434 > Ⅱ　固　定　負　債 < 25,151 >

１．有形固定資産 ( 0 ) 長 期 未 払 費 用 4,107  

工 具 器 具 備 品 0  退 職 給 付 引 当 金 21,044  

641,123  

２．投資その他の資産 ( 48,434 )

長 期 未 収 入 金 274  Ⅰ　株　主　資　本 < 578,117 >

繰 延 税 金 資 産 48,159  １．資本金 ( 10,000 )

破 産 更 生 債 権 328  

貸 倒 引 当 金 △ 328  ２．資本剰余金 ( 158,946 )

資 本 準 備 金 146,146  

その他資本剰余金 12,800  

３．利益剰余金 ( 409,171 )

（１）利益準備金 2,900  

（２）その他利益剰余金 406,271  

別 途 積 立 金 36,963  

繰 越 利 益 剰 余 金 369,307  

578,117  

1,219,241  1,219,241  

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

資産の部合計 負債・純資産の部合計

純 資 産 の 部 合 計

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 科 目

負 債 の 部 合 計

純 資 産 の 部

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

損益計算書 

〔自 2025 年 4 月 1 日  至 2026 年 3 月 31 日〕 

(単位：千円）　

Ⅰ 売上高 2,278,394

Ⅱ 売上原価 1,663,742

売上総利益 614,651

Ⅲ 販売費及び一般管理費 294,535

営業利益 320,116

Ⅳ 営業外収益

受取利息及び配当金 1,227

雑収入 280 1,507

Ⅴ 営業外費用

支払利息 82

雑損失 36 119

経常利益 321,505

税引前当期純利益 321,505

法人税、住民税及び事業税 125,831

法人税等調整額 △ 33,193 92,637

当期純利益 228,867

（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

自  2025年4月 1日

Ⅱ．損益計算書 

至  2026年3月31日

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

個 別 注 記 表 

 

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準および評価方法 

① 有価証券の評価基準及び関連会社株式 

市場価格のない株式等は移動平均法による原価法を採用しておりますが、当事業年度

末においては該当する有価証券等を保有していません。 

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しております。 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

 有形固定資産（リース資産を除く） 

主に定額法を採用しております。  

 

（３）引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため､ 一般債権については貸倒実績率により､ 貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に債権の回収可能性を考慮した所要額を計上して

おります｡  

② 退職給付引当金 

従業員への退職給付に備えるため、当事業年度末日における退職給付債務及び年金資

産の見込額に基づき､ 当事業年度末日において発生していると認められる額を計上して

おります｡ 

 

（４）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

  グループ通算制度の適用 

セガサミーホールディングス株式会社を通算親法人としたグループ通算制度を適用し

ております。 

 

２．株主資本等変動計算書に関する注記 

当事業年度末における発行済株式の種類及び総数 

株式の種類 
当事業年度 

期首株式数 
増加 減少 

当事業年度 

期末株式数 

普通株式 13,600 株 － － 13,600 株 

 

 

 

 


